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応用が想定される領域

課題と背景 解決方法

近赤外画像を用いた瞳孔面積の計測例
：近赤外画像を用いることにより、瞳孔が
判別しやすくなる

工業製品、食品、農産物等の様々な検査
（数量、形状、大きさ、色、テクスチャ、欠陥など）

工業製品、食品、農産物、その他さまざま
な分野で、非破壊かつ非接触で、数量、形
状、大きさ、色、テクスチャ、欠陥などを判
断したいニーズがあると思います。
本研究室では、これまで主に医療分野を
対象として、AIを用いた画像認識や3次
元計測に関する研究を行ってきましたが、
この技術は工業分野や食品、農産物など
の様々な分野に応用できるものです。
それぞれのニーズに合わせたAIの構築を、
共同研究により構築できればと思います。

非接触・非破壊検査が可能
カメラとPC（またはマイコン）というコンパクトな
システムで導入しやすい
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